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1. はじめに 

本報（その 2）では、前報（その 1）に引き続き、POC

中を水平方向に流れる水の流量および流速に関する実験

結果を示す。 

2. 流量に関する実験結果 

図－1(a)に、流量と注水面の水位の関係に及ぼす供試

体長さの影響を示す。ここで、使用している POC は 6 号

砕石（粒径範囲：5-13mm）を使用した設計空隙率 25%

（実測空隙率 27%）のものである。 

同図によれば、注水面の水位が高くなるほど流量が増

加しており、また両者の関係はほぼ比例関係にあるとい

える。供試体長さの影響としては、長さ 300mm の供試体

については流量が他の供試体と比べて多くなっているが、

長さ 600mm、1200mm の供試体の流量と、注水面の高さ

の関係はほぼ同等となっていることが分かる。このこと

から、供試体数は少ないものの、供試体長さが 600mm 以

上では、流量はほぼ一定となると考えることができる。 

図－1(b)および図－1(c)に、流量と注水面の水位の関

係に及ぼす空隙率および骨材粒径の影響を示す。図によ

れば、POC の空隙率および骨材粒径が変化すると、流量

は変化するものの、流量と注水面の水位の関係はほぼ線

形の関係を保つことが分かる。流量と注水面の水位の関

係の傾きは、空隙率が大きくなるほど、また、骨材粒径

が大きくなるほど、大きくなる傾向が見られる。 

3. 流速に関する実験結果 

POC 内部を透過する水の位置ｘにおける流速 Vｘの算出

方法を以下に示す。 

Vx＝Q / Ax  (1) 

 Ax＝Hx×20 (2) 

ここに、Vx：位置 x の流速(cm/sec)、 

Q：流量(cm³/sec)、 

Hx：位置 x の水位(cm)、 

Ax：位置 x の水の断面積(cm
2
) 

 

ここでは、注水面からの距離が同じであれば、流水の

断面内の流速は一定であると仮定している。ただし、こ

こで定義される流速は、POC の固相断面まで含めた面積

で流量を除して求めている見かけの流速になる。POC の

空隙を流れる真の流速はさらに大きくなると考える。 

図－2(a)に、設計空隙率 25％、骨材粒径 6 号、供試体
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図－1 流量と注水面の水位の関係   
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長さ 600mm の供試体の、流速と注水面からの距離の関係

に及ぼす注水面の水位の影響を示す。図－2(a)によれば、

どの水位でも注水面からの距離 500mm まではなだらかに

流速が上昇し、その後急激に流速が上がっていることが

わかる。これは POC 内を透過する水の水位が注水面から

500mm の間でなだらかに下がり、その後急激に下がるこ

とを示し、これは透水抵抗の消失する端部の影響により、

水位が急激に落ち込むことが原因と考えられる。また注

水面の水位 50mm での流速は注水面の水位 100mm 以上の

流速に対して多少下がっているものの、注水水位 100mm

以上の流速は概ね同じであり、注水面の水位によらず、

流速分布はほぼ一定であると判断し、これ以降の考察は

水位 200mm で行うこととする。 

図－2(b)に、空隙率が注水面からの距離と流速の関係

に及ぼす影響を示す。注水面からの距離と流速の関係は、

注水面からの距離が 500mm を超えるあたりで流速が急増

する傾向は同じである。また空隙率の影響としては、空

隙率が大きくなるほど流速が速くなり、その差は注水面

から遠くなるほど大きくなる傾向が見られる。 

図－2(c)に、骨材粒径が注水面からの距離と流速に及

ぼす影響を示す。図によれば、骨材粒径が大きくなるほ

ど流速が速くなり、その差は注水面から遠くなるほど大

きくなることが分かる。以上の結果は、空隙率の影響と

類似しており、流量の大小によって決定づけられる特徴

と考えられる。 

4. まとめ 

POC の水平方向透水挙動に及ぼす調合条件および供試

体形状の影響について、試作した水平方向透水試験装置

を用いた実験的な検討を行った。本実験の範囲内では以

下の知見が得られた。 

1) 6 号砕石を使用した空隙率 25%の POC では、水平方

向の水の流量は供試体長さが 600～1200mm の範囲で

ほぼ一定となる。 

2) POC 内部を流れる水平方向の流量と注水面の水位の間

には線形の比例関係があり、空隙率が大きいほど、

また、骨材粒径が大きくなるほど流量は大きくなる。 

3) 水平方向の水の流速は、POC 供試体端部の流出口付

近で急激に速くなる。 

4) POC の空隙率が大きいほど、また、骨材粒径が大き

いほど、水平方向の水の流速は大きくなる。 
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(a) 注水面の水位の影響 
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図－2 流速分布の測定結果 
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